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MDIフォームの
作り方

WordやExcelはマルチドキュメント

インターフェイス（MDI：Multiple Docu

ment Interface）といって、一度に複数

のドキュメントを開き、各ドキュメン

トをそれぞれのウィンドウに表示でき

るようになっています。

このMDIフォームの作り方は、VB

6.0とVB.NETでは、だいぶ違いますし、

結構便利になっています。今回はまず

MDIの作り方からはじめましょう。

例によって、まず作成してみること

です。新規作成で、「TestMDI」という

プロジェクトを作ることにしましょう。

いつものように、フォームのファイ

ル名を“frmMain.vb”、オブジェクト名

を“frmMain”と訂正し、プロジェク

トのプロパティでスタートアップフォ

ームを“frmMain”に設定します。

続いて、フォームの「IsMdiContain

er」プロパティを“True”に設定して

ください。フォームが立体的になり、

背景色が濃くなったはずです。これで

MDI親フォームを作成することができ

ました。

フォームの「Text」プロパティは

“MDIEditor”に設定し、複数のファイ

ルが同時に開けるメモ帳を作ることに

します。

どうせ作るのなら格好よく、画面一

杯にウィンドウが開くようにしましょ

う。フォームの「WindowState」プロ

パティを“Maximized”に設定します。

これで実行すると、画面一杯のウィン

ドウが開きます。

どうやってウィンドウを閉じるのか、

などと心配しないでください。ウィン

ドウ右上の「元に戻す（縮小）」ボタン

を押すと小さくなりますし、［×］ボタ

ンでプログラムを停止することもでき
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前回に続いて、VB.NETにおけるフォームの便利な使い方を紹介することにしま

す。今回は、VB6.0と扱い方が違う点に注目することにしましょう。
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ます。

'メニューも必要

操作するためには、ボタンではなく

メニューが必要ですね。

ツールボックスで、「MainMenu」を

ダブルクリックしてください。まずメ

ニュー項目を2つ作ります（図1）。

プロパティ 値

MenuItem1 (Name) mnuFile

Text ファイル(&F)

MenuItem2 (Name) mnuWindow

Text ウィンドウ(&W)

メニューの作り方がわからない方は、

キーワード検索で「Windowsフォーム

へのメニューとメニュー項目の追加」

を探してヘルプを参照してください。

デザイナ上で「MainMenu1」を選択し

ておいて、ダイナミックヘルプを見て

もよいでしょう。

続いて、メニュー項目「mnuFile」の

サブ項目を3つ作成します（図2）。

プロパティ 値

MenuItem1 (Name) mniFileNew

Text 新規作成(&N)

MenuItem2 Text -

MenuItem3 (Name) mniFileQuit

Text 終了(&Q)

そして、メニュー項目「mnuWindow」

を選択した状態で、プロパティウィン

ドウの「MdiList」プロパティを“True”

に設定します。これで、MDI子フォー

ムの一覧を表示してくれます。

さらにサブ項目を3つ設定します（図

3）。

プロパティ 値

MenuItem1 (Name) mniWindow
Cascade

Text 重ねて表示(&C)

MenuItem2 (Name) mniWindow
TileH

Text 縦に並べて表示
(&H)

MenuItem3 (Name) mniWindowTileV

Text 横に並べて表示
(&V)

'MDI子フォームも作ろう

これでMDI親フォームはできました。

次はMDI子フォームです。

メニューから、［プロジェクト］-［Win

dowsフォームの追加］と選択して、「新

しい項目の追加」ダイアログボックス

を開きます。そして、「テンプレート」

から“Windowsフォーム”を選択して、

「ファイル名」テキストボックスに“frm

Child”と入力し、［開く］ボタンをク

リックしてください。

このフォームは比較的大きくしてお

きましょう。続いて、ツールボックス

で、「RichTextBox」をダブルクリッ

クします。この「RichTextBox」の

「Anchor」プロパティが“Top, Left”に

なっていることを確認してから、「Dock」

プロパティを“Fill”に指定します。こ

れで「RichTextBox」がフォーム一杯

になりましたね（図4）。

このフォームが、MDI子フォームの

テンプレートになります。

'［ファイル］メニューの機能

いよいよコードを書くときがきまし

た。

MDI親フォーム「frmMain」のコー

ドエディタを開き、まず、変数をひと

つ宣言します。

Private mintChild As Integer = 0

これは、MDI子フォームの番号を表

わします。

はじめに［ファイル］メニューの機

能から実装していきましょう（リスト

1）。

［終了］サブメニューのイベントハ

ンドラは簡単です。デザインモードの

フォーム「frmMain」で［ファイル］メ

ニューをクリックすると、このメニュ

図1：メニュー項目を2つ追加 図2：［ファイル］メニューのサブ項目 図3：［ウィンドウ］メニューのサブ項目

図4：MDI子フォーム一杯に配置した「Rich
TextBox」




